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令和元年5月

｢裁判員制度10周年を迎えて」

最高裁判所長官大谷直人

司法に対寸-る国民(ﾉ)理解を深めて、 その信頼の向上につながることが期

待されて導入された裁判員制度は．今月21Rで制度1 0周年を迎えま寸-．

制度しﾉ』算7、を受けて， 公判審理が， 法廷で的確に心証を採ｵ1る， 活性化し

たもり)を目指して大きく変化するとともに， 裁判員”方々〔ﾉ)視点・感覚を

反映し ､ jg l)多角的で深､ZﾒLリ)ある判断が示されるj昌 ・うになるなど， ニリ) 1

(）年間戦後最ﾉく(/))fl事司法しﾉﾉ改革が慨淑順稠に歩み続けていることに大

きな感慨を党え主ﾏ)-： そして、 二 ・うした全く新たな裁判制嘆が円滑に導入

できた{ﾉﾉは､ 雄判員又は補充裁判員として裁判に参卯いたたいた約9万ﾉ、

v'ノブとはもとより、 維判員帷補者として選任手続にお越しいただいた約3

4万ﾉ、，裁判員候補者全体でいえば約29（） ノjﾉ、U,方々をはじめと十る．

国民リノ皆様ひ)恥解‘と脇ﾌり)鴫物で《ﾔ)ると考えてい主十二(/)場を借↓ノて深

:〈感謝をI1'L上げまぅ．

10周年は， 二〔ﾉ)間に約1 ノブ200（)件d)裁判か全国で行われたことと

相まって－つ(ﾉﾉ区切Iノに到達Lたとい･うことかできるでL上 ･うが， 諸外国

における刑事裁判‘ ‐0)国民参加の歴史と比較すれば、裁判員制度はまだ草

創期にあるといっても過言ではなく ， 制度リノ運用もいまだ完成途上にある

というべきです。例えば， 公判前整理手続の長期化， 裁判員候補者の辞退

率の上昇等の課題はつとに指摘されているところでず‐し， 裁判員と裁判官

との真の意味での協働を実現し， 判決においてそれを目に見える形として

示していくための検討は， 今後更に深化させていくことが望まれます。 さ

らに， 裁判員裁判で生じた刑事裁判の変化を他の分野の裁判にどう広げ，

我が国における刑事裁判の全体像をどう作り直していくかという問題につ

（

（



いても， こ‘れから腰を据えて取り組んでいく必要がありま1-＠ ．こうした諸

課題を前にして． まずは， 蓄積された約1万2000件の裁判員裁判の経

験を，裁判官をはじめ， 制度を運用する法曹三者が改めて振り返り，成果

を共有するとともに改善策を検討し， 次の時代(ﾉ〕実務に確実に反映させて

いく作業を協力しながら続けていく姿勢が求められます‘ 今般， 最高裁判

所事務総局において裁判員制度1 0年の総括報告書を取(）まと侭〕ましたが．

二れはそしﾉﾉためヅノ取組'ﾉ〕 ‐ﾏつといえま土. 加えて． 裁判員制度を引き続き

安定的に運用していくためには， 国民の理解と協力が不可欠です： :|専乗の

制度U)担い手である学生・生徒の皆さんに対･する出張識義や裁判員経験者

")方々の協力を得て(ﾉﾉ広報行事， 制度実施に当たI'j脇ﾉﾉをいただいた団体

ヘリ〕働きかけなど， 裁判所として， 様々なレベルで地域社会と(/)交流を続

けていくことも必要です。 ・

裁判員制度10周年は･--･">(ﾉ〕通過点に弓l-ぎません． こり)制度L/)意義ﾘ)鼠

さに思いを致寸-とき， 私たち司法に携わる者は『 今後墜実に， より大きく

（

育てていかなければならないと思っていま可)-‐

（
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令晩年調

裁判員制度10周年を迎えて

最高裁判所長官大谷直人

司法|こ対する国民の理解を深めて,その信頼の向上につながることが期待され-て導入された裁判員制度は,今月ﾕ旧で制度10
周年を迎え調~｡制度の導入を受けて,公判審理が,法廷で的確に心証を採れる,活性化したものを目指して大きく変化するととも
に,裁判員の方々の視点･感覚を反映し､より多角的で深みのある判断が示されるように葱るなど,この10年間,戦後最大の刑事司
法の改革が概ね順調に歩み続けていることに大きな感慨を覚えます｡そして,こうした全く新たな裁判制度が円滑に導入できたの

は,裁判員又は補充裁判員として裁判に参加いた藍いた約p万人の方々はもとより,裁判員陦甫者として選任手続にお越しいただい
た約34万人,裁判員候補者全体でいえば約210万人の方々をはじめとする,国民の皆様の理解と協力の賜物であると考えてl,E
す｡この場を借りて深く感謝を申し上げます。

10周年は,この間に約1万2“0件の裁判が全国で行われたことと相まって一つの区切りl igll達したということができるでしょうが，

諸外国における刑事裁判への国民参加の歴史と比較すれば,裁判員制度はまi雀草創期にあるといっても過言ではなく,制度の運用
もいまだ完成途上I鋤るというべきです.例え|ま,公判前騨里手続の長期化,裁判員候補者の辞退率⑱上昇等の課題はつとに指摘

されているところですし,裁判員と裁判官との真の意味での協働を実現し,判決においてそ猟を目に見える形として示していくための

樵寸は,今後更に深化させていくことが望ま舸‘ます｡さらに,裁判員裁判で生じた刑事裁判の変化を他の分野の裁判にどう広げ,我

が国における刑事裁判の全体儘をどう作り直していくかという問題についても,これから腰を据えて取り組んでいく必要があります｡こ

うした諸課題を前にして,まずは,蓄積された約1万鋤00件の裁判員裁判の経験を,裁判官をはじめ,制度を運用する法曹三者が改
めて振り返り,成果を共有するとともに改善策を検討し,次の時代の実務に確実に反映させていく作業を協沁ながら続けていく姿

勢力域められます｡今般,最高裁判所事務総局において裁判員制度1｡年の総括拳晧害を取りまとめましたが,これはそ③ための取
組の一つといえます.加えて卿裁判員制度を引き続き安定的に運用していくためには,国民の理蛎と協力が不可欠です｡将来の制
度の担い手である学生･生徒の皆さんに対する出張講義や裁判員経験者の方々の協力を得ての広報行事,制度実施に当擢j協力
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をいただいた団体への働きかけなど,裁半価として,様々なレベルで地域社会との交流を編|：

裁判員制度加周年は一つの通過点にすぎません.この制度の意義の重さに思いを致すとき
に,より大きく育てていかなければならないと思っています．

J-ていくことも必要です｡

,私たぢ司濫に携わる者は,今綴堅実
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